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主
な
記
事

・
１
０
０
周
年
記
念
祝
賀
会

　
参
加
申
し
込
み

　
10
月
末
ま
で
延
期
�…
…
…
…
１

・
定
期
総
会
・
通
常
総
会
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
２
～
４

・
同
窓
の
人
々

　
︻
48
期　
白
石
美
智
子
さ
ん
︼�…
５

・
忍
岡
ナ
ウ
・

　
部
活
訪
問
（
ダ
ン
ス
部
）�…
６

・
同
期
会
報
告（
40・59・73・55・

32・57
期
）�…
…
…
…
…
７
～
９

・
振
替
用
紙
通
信
欄
よ
り
…
…
９

・
終
身
会
費
・
協
力
金
・

　
１
０
０
周
年
記
念
事
業

　
寄
付
金
一
覧
…
…
…
…
…
…
10

・
私
た
ち
が
担
当
理
事
で
す
…
11

・「
鶯
溪
会
の
百
年
」
記
念
誌

　
完
成
間
近
…
…
…
…
…
…
…
12

鶯
溪
会
１
０
０
周
年　

記
念
祝
賀
会
開
催

【
祝
賀
会
開
催
日
時
・
場
所
】

２
０
１
７
年
11
月
18
日
（
土
）

午
後
２
時
～
４
時

浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル　

４
階　

飛
翔
の
間

参
加
費　

１
０
、
０
０
０
円

　

前
回
の
会
報
91
号
で
祝
賀
会
の

「
参
加
申
込
み
案
内
」
を
し
た
の
は

４
月
下
旬
で
あ
っ
た
が
、
開
催
日
ま

で
に
６
个
月
も
あ
り
、
予
定
が
見
え

な
い
方
々
も
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
た
め
か
８
月
末
時
点
で
の
参

加
申
込
者
数
は
ま
だ「
目
標
の
半
分
」

と
い
う
状
況
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
参
加
申
込
み
を
さ
れ
る

方
に
向
け
、
重
ね
て
祝
賀
会
の
「
参

加
申
込
み
案
内
」
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
の
で
１
人
で
も
多
く
の
卒
業
生
に

申
し
込
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

申
込
方
法
は
前
回
同
様
、「
払
込

取
扱
票
」
に
よ
る
︿
参
加
費
前
払
い

方
式
﹀
で
あ
る
が
、
同
期
生
の
方
々

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
部
活
等
を
通
じ

た
先
輩
・
後
輩
の
方
々
を
お
誘
い
い

た
だ
き
、
積
極
的
な
参
加
申
込
み
を

お
待
ち
し
て
い
る
。

１
．
参
加
申
込
み
方
法

①
同
封
の「
払
込
取
扱
票
」に︿
必

要
事
項
﹀
を
ご
記
入
の
う
え
郵

便
局
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）
か
ら

参
加
費
１
万
円
を
払
い
込
む
。

　
な
お
、払
い
込
み
後
は
、「
払

込
金
受
領
証
」
を
保
管
す
る
。

②
正
式
な
「
案
内
状
」
を
10
月
末

よ
り
順
次
申
込
者
に
発
送
。

２
．
申
込
み
に
関
す
る
補
足
事
項

①
祝
賀
会
参
加
費
に
は
「
記
念
誌

代
」「
Ｃ
Ｄ
校
歌
代
」
を
含
む
。

　
な
お
、
記
念
誌
は
祝
賀
会
の

開
催
模
様
を
掲
載
す
る
た
め
後

日
の
発
送
と
な
る
。

②
申
込
み
は
「
払
込
取
扱
票
」
に

よ
る
入
金
確
認
を
も
っ
て
「
正

式
申
込
」
と
す
る
。

３
．
祝
賀
会
に
関
す
る
補
足
事
項

　
当
日
は
、
中
華
料
理
中
心
の

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
で
あ
る

が
、
疲
れ
な
い
よ
う
、
着
席
で

き
る
テ
ー
ブ
ル
・
椅
子
を
十
分

に
用
意
す
る
。

４
．
開
催
準
備
の
都
合
上
︻
10
月
末

日
ま
で
︼
に
お
申
込
み
い
た
だ

き
た
い
。

５
．
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
は
、

ハ
ガ
キ
・
手
紙
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ

ー
ル
等
で
鶯
溪
会
事
務
所
ま
で
。

※
鶯
溪
会
事
務
所
は
、
常
勤
者
不

在
の
た
め
電
話
は
ご
遠
慮
願
い

た
い
。

�

（
57
期　

田
中　

修
）

浅草ビューホテル交通アクセス
つくばエクスプレス
TX浅草駅直結
東京メトロ銀座線
田原町駅から徒歩８分

都営浅草線
都営浅草駅から徒歩３分
スカイツリーシャトル 上野・浅草線
上野から約12～15分

浅草ビューホテルHP  www.viewhotels.co.jp/asakusa

～
参
加
申
込
み
締
め
切
り
を
₁₀
月
末
ま
で
延
期
～

祝
賀
会
場　
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
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◎
平
成
29
年
５
月
27
日
㈯

　

本
日
の
司
会
佐
々
木
弘
理
事
よ
り

紹
介
を
受
け
、
鈴
木
賢
太
郎
会
長
は

開
会
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

　
鶯
溪
会
１
０
０
周
年
記
念
事
業
は
、

記
念
誌
編
集
・
祝
賀
会
実
行
に
向
け

委
員
が
活
動
中
で
あ
る
▽
会
報
91
号

に
祝
賀
会
参
加
申
し
込
み
受
付
を
開

始
し
た
旨
発
表
し
、
現
在
の
と
こ
ろ

約
20
名
の
参
加
申
し
込
み
が
あ
る
▽

会
員
の
み
な
さ
ん
に
は
お
誘
い
あ
わ

せ
出
席
願
い
た
い
。

第
１
部　

総　

会

　
佐
々
木
弘
理
事
が
、
議
長
の
選
任

方
法
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
一
致

を
も
っ
て
鈴
木
賢
太
郎
会
長
が
議
長

に
選
任
さ
れ
、
議
案
の
審
議
に
入
っ

た
。

報
告
及
び
審
議

第
１
号
議
案　

平
成
28
年
度
事
業

報
告
、
決
算
報
告
並
び
に
監
査
報

告

　
林
由
紀
子
理
事
が
、
次
の
と
お
り
、

平
成
28
年
度
事
業
報
告
を
行
っ
た
。

・
会
報
「
鶯
溪
」
発
行

�

第
89
号　
４
月
24
日
㈰

�

第
90
号　
10
月
29
日
㈯

・
第
98
回
定
期
総
会
開
催

平
成
29
年
度

　
第
99
回
鶯
溪
会
定
期
総
会
報
告

�

５
月
29
日
㈰

・
１
０
０
周
年
記
念
事
業
準
備

祝
賀
会
委
員
会
・
記
念
誌
委
員
会　

活
動
中

・
理
事
会
開
催　
原
則
と
し
て
毎
月

第
２
土
曜
日
、
月
１
回
開
催

・
年
会
費
・
終
身
会
費
・
協
力
金
の

徴
収

・
一
般
社
団
法
人
鶯
溪
会
へ
の
協
力

�
（
事
務
室
管
理
委
託
）

・
母
校
と
の
関
係
強
化
及
び
協
力

（
入
学
・
卒
業
式
、
文
化
祭
、
学

校
運
営
協
議
会
等
に
参
加
）

・
会
員
の
住
所
管
理
（
評
議
員
の
な

い
期
）

・
会
員
名
簿
の
デ
ー
タ
化

　
次
に
松
本
眞
理
子
理
事
が
、
平
成

28
年
度
決
算
報
告
（
資
料
１
）
を
行

い
、
会
計　
監
査
を
代
表
し
て
坂
巻

篤
氏
が
監
査
報
告
（
資
料
２
）
を
行

っ
た
後
、
こ
れ
ら
を
議
場
に
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
満
場
一
致
を
も
っ
て
異
議

な
く
可
決
し
た
。

第
２
号
議
案　

役
員
改
選
の
件

　

議
長
の
指
名
に
よ
り
、
司
会
の

佐
々
木
弘
理
事
は
、
鶯
溪
会
役
員
の

任
期
が
満
了
す
る
た
め
改
選
の
必
要

が
あ
る
旨
を
説
明
し
た
後
、
議
場
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
鈴
木
賢
太
郎
氏
よ

り
立
候
補
の
申
し
出
が
あ
り
、
満
場

一
致
を
も
っ
て
鈴
木
賢
太
郎
氏
の
会

長
再
任
が
可
決
さ
れ
、
同
氏
は
そ
の

就
任
を
承
諾
し
た
。
続
い
て
、
会
長

と
同
様
に
会
計
監
査
も
任
期
満
了
と

な
る
の
で
、今
年
度（
平
成
29
年
度
）

の
会
計
監
査
と
し
て
66
期
二
瓶
文
隆

氏
並
び
に
78
期
杉
山
由
紀
子
氏
を
推

薦
、
選
任
し
た
い
旨
議
場
に
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
満
場
一
致
を
も
っ
て
異
議

な
く
可
決
し
た
。

第
３
号
議
案　

平
成
29
年
度
事
業

計
画
（
案
）、
収
支
予
算
（
案
）

　
議
長
の
指
名
に
よ
り
、
林
由
紀
子

理
事
が
次
の
と
お
り
平
成
29
年
度
事

業
計
画
（
案
）
を
説
明
し
た
。

・
会
報
「
鶯
溪
」
発
行

第
91
号　
４
月
23
日
㈰

�

第
92
号　
９
月
30
日
㈯（
予
定
）

・
第
99
回
定
期
総
会
開
催

�

５
月
27
日
㈯

・
１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
施

記
念
誌
発
行
／
祝
賀
会　
11
月
18

日
㈯　
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
／
校

歌
Ｃ
Ｄ
作
成

・
理
事
会
開
催　
原
則
と
し
て
毎
月

第
２
土
曜
日
、
月
１
回
開
催

・
年
会
費
・
終
身
会
費
・
協
力
金
の

徴
収

・
一
般
社
団
法
人
鶯
溪
会
へ
の
協
力

・
母
校
と
の
関
係
強
化
及
び
協
力

・
会
員
名
簿
の
デ
ー
タ
化

だ
が
、
脱
会
の
申
し
出
は
あ
り
、

や
む
を
得
ず
発
送
を
取
り
や
め
て

い
る
ケ
ー
ス
は
あ
る
。
平
成
28
年

度
よ
り
在
校
生
を
準
会
員
と
し
、

卒
業
時
に
改
め
て
鶯
溪
会
に
住
所

登
録
を
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
会

員
数
は
増
え
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

問
３　
44
期
は
同
期
生
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
っ
た
結
果
、
同
期
会
開
催

を
終
了
し
て
お
り
、
鶯
溪
会
報
の

発
送
の
作
業
も
で
き
な
く
な
っ
て

い
る
。
発
送
作
業
の
外
部
委
託
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
３　
発
送
作
業
の
外
部
委
託
は
、

費
用
等
の
情
報
を
収
集
中
で
検
討

中
で
あ
る
。
評
議
員
の
方
々
に
集

合
い
た
だ
き
年
２
回
の
発
送
作
業

を
行
う
の
は
困
難
に
な
っ
て
き
た

と
考
え
て
い
る
。

　
最
後
に
１
０
０
周
年
記
念
事
業
に

つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。

１　

記
念
誌
チ
ー
ム
＝
要
幸
男
理
事

　
月
１
回
、
打
ち
合
わ
せ
会
議
を

実
施
し
、
１
期
か
ら
１
０
５
期
ま

で
取
材
に
よ
る
記
事
を
ま
と
め
て

い
る
が
、
１
期
か
ら
30
期
ま
で
は

他
界
さ
れ
て
い
る
方
が
大
半
な
の

で
過
去
の
学
校
記
念
誌
等
か
ら
抜

粋
掲
載
す
る
。
記
念
誌
は
「
日
本

の
現
代
史
」
と
し
て
と
ら
え
て
お

り
、
資
料
性
の
高
い
も
の
を
目
指

し
て
い
る
。
祝
賀
会
の
様
子
も
盛

り
込
み
、
11
月
に
発
行
予
定
で
あ

る
。

　
続
い
て
、
松
本
眞
理
子
理
事
が
平

成
29
年
度
収
支
予
算（
案
）（
資
料
３
）

を
説
明
し
た
後
、
こ
れ
を
議
場
に
諮

っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
一
致
を
も
っ
て

異
議
な
く
可
決
し
た
。

質
疑
応
答
事
項

問
１　
１
０
０
周
年
記
念
祝
賀
会
は
、

何
名
程
度
の
参
加
を
予
定
し
て
い

る
の
か
。

答
１　
３
０
０
名
の
参
加
を
予
定
し

て
お
り
、
５
月
現
在
約
20
名
が
参

加
申
し
込
み
し
て
い
る
。

問
２　
鶯
溪
会
報
を（
老
齢
に
よ
り
）

読
め
な
く
な
っ
た
人
に
は
ど
う
対

応
し
て
い
る
の
か
。

答
２　
本
来
、
忍
岡
高
校
卒
業
生
と

し
て
鶯
溪
会
員
資
格
は
続
く
も
の
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２　

祝
賀
会
チ
ー
ム
＝
上
原
稲
子
理
事

　
参
加
申
し
込
み
受
付
中
で
あ
る
。

（
参
加
費
）１
万
円
は
少
々
高
い
が
、

校
歌
Ｃ
Ｄ
・
記
念
誌
代
を
含
ん
で

お
り
、
ホ
テ
ル
の
パ
ー
テ
ィ
ー
費

用
は
７
千
円
で
あ
る
。
当
日
は
各

年
代
の
方
々
全
員
が
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
会
と
な
る
べ
く
企
画
中

で
あ
る
。

３　

母
校
へ
の
寄
付

　
紅
白
幕
：
平
成
28
年
３
月
の
卒

業
式
に
間
に
合
い
、
体
育
館
の
内

側
全
体
を
囲
む
幕
を
贈
呈
し
た
。

　
校
歌
Ｃ
Ｄ
：
在
校
生
が
校
歌
を

覚
え
る
機
会
が
な
い
こ
と
か
ら
、

企
画
・
制
作
し
た
。
Ｃ
Ｄ
の
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
は
生
徒
の
応
募
デ
ザ
イ
ン

に
よ
る
。
合
唱
は
千
鶯
会
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
出
演
に
よ
り
録
音
制
作

し
た
。
本
年
３
月
の
卒
業
式
に
間

に
合
い
、
卒
業
生
を
始
め
全
校
生

徒
に
配
布
し
た
。
今
後
も
毎
年
入

学
時
に
ひ
と
り
ひ
と
り
の
生
徒
に

配
布
、
祝
賀
会
参
加
者
に
も
配
布

す
る
。

問
４　
祝
賀
会
会
場
選
定
に
当
た
っ

て
、
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
以
外
の

会
場
を
検
討
し
た
の
か
。

答
４　
い
く
つ
か
を
検
討
し
た
が
、

浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
は
台
東
区
内

で
あ
る
こ
と
、
以
前
母
校
１
０
０

周
年
パ
ー
テ
ィ
等
に
使
用
し
た
こ

と
も
あ
り
、（
早
め
の
予
約
受
付

等
）
無
理
を
聞
い
て
く
れ
た
の
で

財　産　目　録
平成28年４月１日～平成29年３月31日

科目 平成28年４月１日 平成29年３月31日 備考
現 金 626,077 215,741
切 手 35,250 48,144

郵便貯金（ゆうちょ銀行） 5,028,244 5,849,626
銀行預金（三井住友銀行） 786,403 192,387
郵便振替（ゆうちょ銀行） 29,190 0

（小計） （6,505,164） （6,305,898）
定額貯金（ゆうちょ銀行） 6,000,000 6,000,000 終身会費充当
定期預金（三井住友銀行） 6,003,588 6,004,863 基 金 充 当
定期預金（三井住友銀行） 505,795 505,838 基 金 充 当
定期預金（三井住友銀行） 8,001,594 8,003,292 基 金 充 当
定期預金（三井住友銀行） 1,952,502 1,852,668 奨学金積立

（小計） （22,463,479） （22,366,661）
一般社団法人鶯溪会出資金 10,000,000 10,000,000
一般社団法人鶯溪会基金 11,434,993 11,434,993

（鶯溪会会室の管理委託） 土地　10,327,576 土地　10,327,576
（平成25年11月15日移転登記） 会室簿価　1,107,417 会室簿価　1,107,417
特別会計（100周年記念事業） △1,132,959 △2,916,154
預り金（平成27年度1,419,000）

（平成28年度2,428,000）
前払費用（平成27年度286,041）

（平成28年度644,805）
計 49,270,677 47,191,398

前期との差額 △1,696,826 △2,079,279

支出の部
科　　目 金　額 科　　目 金　額

会 報 発 行 費 3,029,731 （評議員会延101名） （101,000）
会 報 編 集 費 （5,280） （理事交通費実費） （326,640）
会 報 印 刷 費 （1,066,154） 人 件 費 0
会 報 発 送 費 （1,958,297） 事 務 用 品 費 44,329

教 育 助 成 費 188,447 雑 費 0
母校文化祭参加等 （88,447） 振 替 手 数 料 78,680

薬学部奨学金（１名） （100,000） 会 室 運 営 費 386,713
対 外 活 動 費 0 イ ン フ ラ 整 備 費 66,008
会 議 費 72,537 会 室 管 理 委 託 費 33,800
事 務 費 （法人鶯溪会へ）

通 信 費 19,134 同 期 会 助 成 費 5,000
慶 弔 費 0
交 通 費 427,640

合 計 4,352,019

【資料１】	 平成28年度収支決算書	
平成28年４月１日～平成29年３月31日

収入の部
科　　目 金　額 科　　目 金　額

会 費 寄 付 金 284,000
入 会 金 0 雑 収 入 28,500
終 身 会 費 1,020,000 総集版＠1,500×13冊 （19,500）
年 会 費 910,000 広 告 （9,000）

受 取 利 息 3,560
返 却 切 手 26,680
当 期 損 失 2,079,279
合 計 4,352,019

支出の部
科　　目 金　額 科　　目 金　額

会 報 発 行 費 3,060,000 交 通 費 400,000
会 報 編 集 費 （10,000） 人 件 費 0
会 報 印 刷 費 （1,100,000） 事 務 用 品 費 40,000
会 報 発 送 費 （1,950,000） 雑 費 0

教 育 助 成 費 100,000 振 替 手 数 料 80,000
対 外 活 動 費 10,000 会 室 運 営 費 380,000
会 議 費 70,000 イ ン フ ラ 整 備 費 30,000
事 務 費 会 室 管 理 委 託 費 35,000

通 信 費 15,000 同 期 会 助 成 費 15,000
慶 弔 費 10,000 予 備 費 5,000

100周 年 記 念 事 業 費 7,000,000
合 計 11,250,000

【資料３】	 平成29年度収支予算（案）	
平成29年４月１日～平成30年３月31日

収入の部
科　　目 金　額 科　　目 金　額

会 費 寄 付 金 500,000
入 会 金 0 雑 収 入 30,000
終 身 会 費 1,000,000 受 取 利 息 3,000
年 会 費 1,300,000 当 期 不 足 金 1,417,000

100周 年 記 念 事 業 収 入 7,000,000
合 計 11,250,000

決
定
し
た
。

　
以
上
を
も
っ
て
、
平
成
29
年
度
第

99
回
定
期
総
会
の
議
案
全
部
の
審
議

を
終
了
し
た
の
で
、
閉
会
を
宣
し
解

散
し
た
。第

２
部　

懇
親
会

　
引
き
続
き
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
、

午
後
３
時
30
分
閉
会
し
た
。

　

監
査
報
告
書

　
平
成
29
年
５
月
13
日
、
理
事
か
ら
提

出
さ
れ
た
平
成
28
年
度
収
支
決
算
書
・

財
産
目
録
を
監
査
の
た
め
、
会
計
に
関

す
る
帳
簿
・
書
類
を
閲
覧
し
、
理
事
か

ら
の
報
告
の
聴
取
を
し
た
と
こ
ろ
、
正

確
か
つ
適
正
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ま
す
。

　
　
　
　
平
成
29
年
５
月
13
日

　
　
　
　
鶯
溪
会

　
　
　
　
　
会
計
監
査　
坂
巻　
篤

　
　
　
　
　

〃
　
小
川
雅
江

【資料２】
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平
成
29
年
度　

第
13
回
社
団
法
人
鶯
溪
会
通
常
総
会
報
告

　
平
成
29
年
５
月
27
日（
土
）

に
一
般
社
団
法
人
鶯
溪
会
の

第
13
回
通
常
総
会
を
開
催
、

出
席
者
11
名
、
委
任
状
13
名

計
24
名
に
よ
り
定
足
数
を
満

た
し
有
効
に
成
立
し
た
。

一
、平
成
28
年
度
事
業
報
告
、

平
成
29
年
度
決
算
報
告
並

び
に
会
計
監
査
報
告
、
平

成
29
年
度
事
業
計
画

（
案
）、
平
成
29
年
度
収

支
予
算
（
案
）
が
承
認
さ

れ
た
。

二
、
代
表
理
事
が
任
期
満
了

と
な
る
と
こ
ろ
、
現
代
表

理
事
の
鈴
木
賢
太
郎
氏
が

立
候
補
し
、再
選
さ
れ
た
。

ま
た
、
監
事
の
坂
巻
篤
、

小
川
雅
江
両
氏
も
任
期
満

了
と
な
り
、
代
表
理
事
の

推
薦
に
よ
り
、
二
瓶
文
隆

氏
（
66
期
）
並
び
に
杉
山

由
紀
子
氏
（
78
期
）
が
選

任
さ
れ
た
。

第 1 3 期 財 産 目 録
平成29年３月31日

科　　目 金　額 科　　目 金　額
資産の部 負債の部
【 流 動 資 産 】 【8,717,024】 【 流 動 負 債 】 【　　 ０】
現 金 89,812
預 金 8,627,212

普 通 預 金
三 井 住 友 銀 行
浅 草 橋 支 店

8,627,212
【 固 定 資 産 】 【11,434,993】 【 固 定 負 債 】 【　　 ０】

鶯溪会会室
11,434,993 11,434,993

（東京都中央区東日本橋　
2 - 1 6 - 1 0 - 5 0 4 ）

資 産 合 計 20,152,017 負 債 合 計 0
差引正味財産 20,152,017

貸 借 対 照 表
平成29年３月31日

資産の部 負債および資本の部
科　　目 金　額 科　　目 金　額

【 流 動 資 産 】 【8,717,024】 【 流 動 負 債 】 【　　 ０】
現 金 89,812
預 金 8,627,212

【 固 定 負 債 】 【　　 ０】
負 債 合 計 0

【 固 定 資 産 】 【11,434,993】 【 資 本 】 【10,000,000】
鶯 溪 会 会 室 11,434,993 出 資 金 10,000,000

【 基 金 】 【11,434,993】
拠 出 者 同 窓 会 鶯 溪 会 11,434,993
【 欠 損 金 】 【△1,282,976】
当 期 未 処 理 損 失 △72,942
前 期 繰 越 損 失 △1,210,034
資 本 合 計 20,152,017

資 産 合 計 20,152,017 負 債・ 資 本 合 計 20,152,017

損 益 計 算 書
平成28年４月１日～　　　
　　　平成29年３月31日

借　　方 貸　　方
科　　目 金　額 科　　目 金　額

【 事 業 費 】 【　　 ０】 【 事 業 収 益 】 【　　 ０】

【 一 般 管 理 費 】 【36,816】
通 信 費 3,016
会 室 管 理 費 33,800
（会室固定資産税）

【 事 業 外 費 用 】 【70,000】 【 事 業 外 収 入 】
法人都民税（均等割） 70,000 会 室 管 理 委 託 費 【33,874】

（同窓会鶯溪会より） 33,800
【 当 期 損 失 金 】 【△72,942】 受 取 利 息 74
● 合 計 ● 33,874 ● 合 計 ● 33,874

平成29年度収支予算（案）
平成29年４月１日～　　　
　　　平成30年３月31日

借　　方 貸　　方
科　　目 金　額 科　　目 金　額

【 事 業 費 】 【　　 ０】 【 事 業 収 益 】 【　　 ０】

【 一 般 管 理 費 】 【43,000】 【 会 費 収 入 】 【　　 ０】
１．通信費 3,000
２．鶯溪会会室管理費 40,000

（固定資産税等）
【 事 業 外 収 入 】 【115,000】

【 事 業 外 費 用 】 【70,000】 １．受取利息 100
１．法人都民税等 70,000 ２．同窓会鶯溪会より 40,000

　　管理委託費
【 予 備 費 】 【2,000】 ３．不足金 74,900
● 合 計 ● 115,000 ● 合 計 ● 115,000

損 失 処 理 案
平成28年４月１日から平成29年３月31日
まで

Ⅰ　当期未処理損失
　　　当期損失� 72,942
　　　前期繰越損失� 1,210,034
　　 計 � 1,282,976
Ⅱ　次期繰越損失� 1,282,976

監
査
報
告
書

　
平
成
29
年
５
月
13
日
理
事
か
ら

提
出
さ
れ
た
平
成
28
年
度
財
産
目

録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書

及
び
損
失
処
理
案
を
監
査
の
た
め

会
計
に
関
す
る
帳
簿
、
書
類
を
閲

覧
し
、
理
事
か
ら
の
報
告
の
聴
取

を
し
た
と
こ
ろ
、
正
確
か
つ
適
正

で
あ
る
こ
と
を
認
め
ま
す
。

平
成
29
年
５
月
13
日

�

一
般
社
団
法
人　
鶯
溪
会　

�

会
計
監
査　
坂
巻　
篤

�

〃
　
小
川
雅
江

平
成
29
年
度　

事
業
計
画（
案
）

自　
平
成
29
年
４
月
１
日

至　
平
成
30
年
３
月
31
日

Ⅰ　
実
施
事
業

１
、
定
款
に
基
づ
き
下
記
の
事
業
を
行

う
①　
第
13
回
通
常
総
会
の
開
催
５
月

27
日
（
土
）

②　
理
事
会
の
開
催

③　
社
員
の
募
集
・
社
員
名
簿
の
整

備

④　
母
校
（
都
立
忍
岡
高
等
学
校
）

関
連
事
業
へ
の
協
力

⑤　
懇
親
会
の
開
催

⑥　
平
成
29
年
（
２
０
１
７
年
）
秋

開
催
の
同
窓
会
鶯
溪
会
設
立
１

０
０
周
年
記
念
事
業
へ
の
準
備

協
力

⑦　
そ
の
他
上
記
に
付
随
す
る
事
業
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白
石
さ
ん
は
、
東
京
で
生
ま
れ
３

歳
の
と
き
に
母
上
を
亡
く
さ
れ
、
ほ

ど
な
く
祖
父
母
の
お
ら
れ
る
埼
玉
県

越
谷
市
に
転
居
し
、
昭
和
32
年
忍
岡

高
校
に
入
学
し
た
。
小
学
校
時
代
は

ひ
弱
だ
っ
た
が
、
高
校
入
学
の
こ
ろ

は
だ
い
ぶ
丈
夫
に
な
り
遠
距
離
通
学

も
苦
に
な
ら
ず
、
勉
学
に
励
ん
だ
そ

う
だ
。
特
に
物
理
・
化
学
は
得
意
の

科
目
で
祖
父
母
か
ら
「
将
来
、
独
立

で
き
る
資
格
を
と
る
」
よ
う
に
勧
め

ら
れ
、
薬
剤
師
を
目
指
し
東
京
薬
科

大
学
を
受
験
、
み
ご
と
合
格
し
た
。

昭
和
39
年
３
月
に
同
大
学
卒
業
後
す

ぐ
に
国
家
試
験
・
薬
剤
師
の
免
許
を

得
て
い
る
。
以
来
、
薬
剤
師
と
し
て

経
験
を
積
ま
れ
、
昭
和
50
年
４
月
か

ら
は
、
浦
和
市
立
大
谷
口
小
学
校
の

学
校
薬
剤
師
に
就
任
。
平
成
16
年
に

は
埼
玉
県
薬
剤
師
会
の
会
長
と
し
て

学
校
保
健
教
育
・
学
校
環
境
衛
生
検

査
活
動
等
、
現
在
に
至
る
ま
で
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
。
平
成

17
年
に
は
、「
藍
綬
褒
章
」
を
、
今

年
平
成
29
年
春
の
叙
勲
で
は
「
瑞
宝

双
光
章
」
を
受
け
ら
れ
て
い
る
。

　
ご
主
人
は
、
浦
和
市
内
で
整
形
外

科
医
院
を
営
ま
れ
、
も
ち
ろ
ん
白
石

さ
ん
は
院
内
薬
剤
師
を
務
め
て
お
り
、

た
い
へ
ん
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い

る
。

　
高
校
在
学
中
は
、
茶
道
部
で
活
動

し
学
校
卒
業
後
は
表
千
家
茶
道
を
究

め
、
表
千
家
茶
道
教
授
の
顔
も
お
持

ち
で
ご
自
宅
の
茶
室
で
月
に
３
回
茶

道
を
教
え
て
お
ら
れ
る
。
私
達
に
も

白
石
美
智
子
さ
ん
（
48
期
）

学
校
薬
剤
師
と
し
て
四
十
二
年

　
今
年
の
５
月
初
旬
に
48
期
白
石
美
智
子
さ
ん
よ
り
、「
学
校
薬
剤
師

と
し
て
40
年
務
め
た
こ
と
に
よ
り
、
瑞
宝
双
光
章
を
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
忍
岡
高
校
に
学
ん
だ
こ
と
が
自
分
の

基
礎
に
な
っ
た
の
で
、
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
た
く
、
母
校
に
1
0
0

万
円
を
寄
付
し
た
い
。
先
輩
に
倣
い
薬
学
部
進
学
者
へ
の
奨
学
金
と
し

て
役
立
て
て
ほ
し
い
。」
と
の
お
申
し
出
を
い
た
だ
い
た
。

　
非
常
に
あ
り
が
た
い
お
申
し
出
に
鶯
溪
会
理
事
一
同
感
激
し
、
早
速
、

現
在
も
薬
剤
師
と
し
て
ご
活
躍
中
の
白
石
美
智
子
さ
ん
の
ご
自
宅
へ
お

伺
い
し
た
。

と
て
も
お
い
し
い
お
茶
を
た
て
て
く

だ
さ
っ
た
。

　
学
校
薬
剤
師
と
茶
道
を
活
か
し
、

小
学
生
へ
の
授
業
と
し
て
『
室
町
文

化
体
験
教
室
』『
薬
物
乱
用
防
止
教

室
』
を
教
え
て
い
る
。「
室
町
…
」

で
は
、
茶
の
湯
の
歴
史
、
正
式
な
お

茶
の
飲
み
方
を
教
え
る
。
実
際
に
お

茶
を
立
て
て
生
徒
に
飲
ん
で
も
ら
う

そ
う
だ
。「
薬
物
乱
用
…
」の
授
業
は
、

た
ば
こ
の
害
・
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
へ

の
警
告
を
内
容
と
し
て
お
り
、
授
業

を
受
け
た
生
徒
か
ら
「
た
ば
こ
、
ア

ル
コ
ー
ル
を
勧
め
ら
れ
て
も
き
っ
ぱ

り
断
り
ま
す
」
と
の
素
直
な
感
想
文

に
「
た
い
へ
ん
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
る
」
と
い
う
。

　
埼
玉
県
薬
剤
師
会
の
月
刊
情
報
誌

に
は
、
今
年
の
６
月
ま
で
13
年
間
毎

　
白
石
美
智
子
さ
ん
、
ほ
ん
と
う
に

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

有
効
に
「
奨
学
金
」
と
し
て
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

55
期　

西
澤
俊
子

63
期　

佐
々
木
弘

瑞宝双光章（左）と藍綬褒章（右）

平成29年５月　瑞宝双光章授与のとき

月
欠
か
さ
ず
、
同
会
会
長
と
し
て
執

筆
さ
れ
、
多
忙
な
毎
日
だ
が
趣
味
の

写
真
撮
影
に
も
国
内
外
を
問
わ
ず
ご

夫
婦
で
出
か
け
、
現
地
で
は
ご
自
身

で
も
車
を
運
転
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
白
石
さ
ん
。
63
期
の
佐
々
木

理
事
と
55
期
の
筆
者
も
お
会
い
し
た

と
き
か
ら
お
宅
を
あ
と
に
す
る
ま
で
、

ず
っ
と
そ
の
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
っ

ぱ
な
し
で
あ
っ
た
。

佐
々
木
理
事

（右）
西
澤
理
事

（左） 

お
い
し
い
お
茶
を
い
た
だ
い
た
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◎
平
成
29
年
５
月
２
日

　
校
外
学
習
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
年
生
は
、
千
葉
県
館
山
へ
田
植

え
体
験
で
す
。
泥
の
田
圃
に
入
り
田

植
え
を
行
い
ま
し
た
。
秋
の
収
穫
が

楽
し
み
で
す
。

　
一
曲
踊
る
度
に
汗
が
噴
き
出
る
。

短
い
休
憩
時
間
に
は
ス
テ
ー
ジ
前
に

置
か
れ
た
大
き
な
箱
型
の
送
風
機
の

前
に
人
だ
か
り
が
出
来
る
。
締
め
切

っ
た
４
階
の
講
堂
は
サ
ウ
ナ
状
態
だ
。

　
夏
休
み
中
だ
が
ダ
ン
ス
部
の
活
動

は
週
５
日
。
つ
ま
り
毎
日
。
９
月
の

蓬
莱
祭
の
発
表
に
向
け
練
習
に
余
念

が
な
い
。

　
ダ
ン
ス
は
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
。
振
付
、

選
曲
す
べ
て
自
分
た
ち
。
ネ
ッ
ト
に

載
っ
て
い
る
好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

や
気
に
な
る
振
り
を
参
考
に
し
て
創

り
あ
げ
る
。

　
部
員
は
36
人
。
３
年
生
は
こ
の
蓬

莱
祭
が
最
後
の
舞
台
と
な
る
。
１
・

２
年
生
は
そ
の
前
に
ダ
ン
ス
リ
ー
グ

で
の
発
表
も
あ
る
。
こ
れ
は
（
社
）

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会
が
開
催
す

る
高
校
生
の
対
外
試
合
だ
。

　
ダ
ン
ス
部
の
活
動
は
新
入
生
歓
迎

会
に
始
ま
っ
て
体
育
祭
で
の
応
援
団

の
仕
切
り
、
年
２
回
の
ダ
ン
ス
リ
ー

グ
、
東
京
都
女
子
体
育
連
盟
の
発
表

会
な
ど
数
多
い
。
放
課
後
は
毎
日
の

よ
う
に
練
習
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

み
ん
な
ダ
ン
ス
が
好
き
な
の
だ
。

　
中
学
校
の
体
育
で
ダ
ン
ス
が
必
修

母
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
転
載

◎
平
成
29
年
６
月
２
日

　
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
体
育
祭
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
、
赤
団
が
優
勝
し

ま
し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は『
百
花
斉
放
』

で
す
。

　
「
百
花
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
花

の
こ
と
で
あ
り
、「
斉
放
」
は
、

い
っ
せ
い
に
開
く
と
い
う
こ
と
で

す
。
特
に
文
芸
・
芸
術
の
分
野
に

お
い
て
、
形
式
や
風
格
を
異
に
す

る
作
品
が
自
由
に
創
作
・
発
表
さ

れ
る
こ
と
を

意
味
し
、
文

化
祭
に
ふ
さ

わ
し
い
テ
ー

マ
で
す
。

（“
忍
祭
”

プ
ロ
グ
ラ
ム

　
岡
島
校
長
挨
拶
よ
り
）

　
９
日
㈯
は
、
保
護
者
、
同
窓
生

が
訪
れ
、
今
年
初
め
て
参
加
し
た

生
活
科
学
科
３
年
生
に
よ
る
「
中

華
蓬
莱
弁
当
」
が
人
気
で
、
す
ぐ

売
り
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
の
「
縁
日
」
は
天
気
に
も

恵
ま
れ
、
最
後
ま
で
賑
わ
っ
た
。

　
２
年
生
は
、
横
浜
探
訪
で
す
。
横

浜
開
港
資
料
館
・
シ
ル
ク
博
物
館
・

神
奈
川
近
代
文
学
館
等
を
見
学
、
12

月
の
沖
縄
修
学
旅
行
に
備
え
班
別
行

動
練
習
が
で
き
ま
し
た
。

横浜中華街にて 初めての田植体験

ダンス部　忍祭公演のコスチュームで

懸命な練習が続く

《
ダ
ン
ス
部
》

に
な
っ
た
の
が
、2
0
1
2
年
。「
創

作
ダ
ン
ス
」「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
」

そ
し
て
「
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン

ス
」
つ
ま
り
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の
３
つ

の
中
か
ら
選
ぶ
。
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
体
を
動
か
す
こ
と
が
自
然
な
世
代

な
の
で
あ
る
。

　
部
員
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
卒
業
後
、

体
育
大
や
ダ
ン
ス
の
専
門
学
校
に
進

む
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
だ
け
懸
命

に
踊
る
の
は
恐
ら
く
高
校
の
３
年
間

だ
け
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
楽

し
か
っ
た
肉
体
の
記
憶
と
し
て
長
く

残
る
は
ず
だ
。
み
ん
な
の
イ
キ
イ
キ

と
し
た
表
情
と
笑
顔
が
印
象
的
だ
っ

た
。

�

55
期　

要　

幸
男

　
取
材
協
力
：
小
林
な
お
み
さ
ん
、

真
多
か
す
み
さ
ん
、
大
島
ほ
の
か
さ

ん
、
岸
一
葉
さ
ん
、
顧
問
・
中
山
恵

子
先
生

◎
平
成
29
年
９
月
８
日
㈮
・
９
日
㈯

　
文
化
祭
開
催
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40
期
同
期
会40

期　

村
木　

通
輝

　
わ
が
同
期
会
の
功
労
者
の
ひ
と
り
、

山
口
幸
子
さ
ん
の
「
少
し
ず
つ
う
す

れ
ゆ
く
記
憶
力　
さ
れ
ど
忘
れ
ま
い

ぞ　
忍
四
十　
大
切
な
友
を
」
こ
の

言
葉
ど
お
り
、
４
月
５
日
、
う
な
ぎ

料
理
の
老
舗
「
神
楽
坂
志
満
金
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
う
な
ぎ
の
寝
床

な
ら
ぬ
、
広
い
会
場
に
、
出
席
者
31

名
が
集
い
ま
し
た
。

　
あ
ち
こ
ち
で
談
笑
の
花
が
咲
い
た

こ
の
「
楽
し
く
て
不
思
議
な
空
間
」

は
、
グ
ル
ー
プ
間
の
交
流
も
あ
っ
て
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
私
も
絵
手
紙
、
似
顔
絵
の
「
入
選

フ
ァ
イ
ル
」
を
持
参
、
披
露
し
ま
し

た
。

　
「
楽
し
い
時
間
は
早
く
過
ぎ
る
」

の
例
え
通
り
、
予
定
さ
れ
た
時
間
は

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
次
回
の
再

会
を
約
し
て
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
忍
を
卒
業
し
て

か
ら
65
年
、
毎
年
同
期
会
が
開
か
れ

る
こ
と
は
、
誠
に
う
れ
し
い
限
り
で

あ
り
、
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
閉
会
後
は
９
名
の
グ
ル
ー

プ
で
志
満
金
真
向
か
い
の
「
カ
ラ
オ

ケ
の
鉄
人
」
に
直
行
し
二
次
会
と
な

り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
美
声
に
聞

き
惚
れ
ま
し
た
。
私
も“
贈
る
言
葉
”

“
サ
ボ
テ
ン
の
花
”
な
ど
を
披
露
し
、

で
き
は
イ
マ
イ
チ
で
す
が
、
歳
の
割

に
は
、
声
が
出
せ
て
気
持
ち
良
く
歌

え
ま
し
た
。

　
幹
事
の
加
賀
君
、
安
藤
君
、
河
村

さ
ん
、
松
井
さ
ん
、
泉
さ
ん
、
矢
倉

さ
ん
、
楽
し
い
会
を
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ら
思
い
出
話
か
ら
現
在
の
様
子
ま
で
、

時
の
経
つ
の
を
忘
れ
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

学
生
時
代
の
仲
間
の
素
晴
ら
し

さ
！

　
話
始
め
る
と
す
ぐ
に
50
年
を
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
、
学
生
時
代
ま
で

遡
り
ま
す
。
授
業
の
こ
と
、
部
活
の

こ
と
、
恩
師
の
話
等
々
、
懐
か
し
い

話
に
花
が
咲
き
、
打
ち
解
け
る
の
に

時
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。今
回
も「
忍

の
思
い
出
」
満
載
で
し
た
。

　
し
ば
ら
く
歓
談
の
後
、
評
議
員
の

吉
田
一
正
氏
よ
り
恩
師
及
び
同
期
の

方
の
近
況
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
の
近
況
報
告
の
後
、
前
回
の
同
期

会
開
催
よ
り
５
年
が
経
過
し
ま
し
た

の
で
、
出
席
者
の
意
見
を
取
り
纏
め

次
回
の
同
期
会
の
日
程
を
来
年
２
月

18
日
（
日
）
に
決
定
致
し
ま
し
た
。

同
期
会
の
場
所
・
時
間
等
の
ご
案
内

は
、
別
途
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
鶯
溪
会
1
0
0
周
年
記
念
式
典
・

同
期
会
へ
の
多
数
の
方
の
ご
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

73
期　

同
期
会

73
期　

菊
地
（
遠
田
）
百
合
子

　
平
成
29
年
５
月
20
日
㈯
上
野
精
養

軒
に
て
、
前
回
か
ら
約
10
年
ぶ
り
に

73
期
の
同
期
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
52
名
の
同
期
生
が
全
国
か
ら
駆

け
つ
け
て
く
れ
、
佐
藤
五
月
先
生
、

堀
口
眞
先
生
、
千
金
楽
喜
一
先
生
に

も
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
卒
業
以
来
初
の
再
会
？
と
い
う
方

も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
す
ぐ
に
当

時
に
戻
っ
て
懐
か
し
い
話
に
花
を
咲

か
せ
た
よ
う
で
す
。
高
校
時
代
の
写

真
を
使
っ
て
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
と

遠
方
在
住
で
出
席
で
き
な
か
っ
た

方
々
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
し

た
り
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
１
分
間

近
況
報
告
な
ど
を
す
る
う
ち
に
あ
っ

と
い
う
間
に
閉
会
の
時
間
を
迎
え
ま

し
た
。
二
次
会
、
三
次
会
に
も
ほ
と

ん
ど
が
参
加
し
て
、
と
て
も
楽
し
く

「
忍
の
思
い
出
」
満
載

59
期　

中
西
（
青
木
）
美
子

　
今
年
も
昨
年
同
様
三
社
祭
り
の
５

月
20
日
（
土
）
に
、
恒
例
に
な
っ
て

い
る
同
期
の
集
ま
り
を
大
山
氏
の
店

「
安
楽
亭
」
で
午
後
６
時
か
ら
行
い

ま
し
た
。
今
年
は
「
つ
く
ば
」
に
お

住
ま
い
の
石
川
純
子
さ
ん
が
出
席
し

て
く
だ
さ
り
、
約
20
名
の
方
の
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
初
め
て
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
石

川
さ
ん
を
中
心
に
話
が
弾
み
、
飲
み

物
も
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
か
ら
ビ
ー

ル
・
日
本
酒
と
幅
広
く
、
大
山
氏
の

美
味
し
い
お
料
理
を
い
た
だ
き
な
が

産経新聞2017・８・１付
� 朝刊に掲載の絵手紙

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
テ
ラ
２
０
１
7・7・29
号
に

掲
載
の
似
顔
絵
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刺
激
的
な
一
日
で
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
今
回
欠
席
だ
っ
た

方
々
も
ぜ
ひ
次
回
お
会
い
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
次
回

は
５
年
後
く
ら
い
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
も
う
少
し
頻
度
を
上

げ
て
集
ま
ろ
う
！
と
い
う
話
も
出
ま

し
た
の
で
、
も
し
か
し
た
ら
来
春
ま

た
お
声
か
け
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
そ
の
と
き
ま
で
皆
様
お
元
気
で
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。
楽
し
い
一
日
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

50
周
年
同
期
会55

期　

鍋
田
心
衛

　
わ
れ
わ
れ
55
期
生
は
以
前
か
ら
毎

年
同
期
会
を
開
催
し
続
け
て
い
ま
し

た
が
、
幹
事
の
変
更
や
わ
が
ま
ま
を

聞
い
て
く
れ
た
同
期
生
店
主
の
病
気

等
に
よ
り
、
昨
年
は
開
催
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
年
も
準
備
不
足
で
、

ほ
ぼ
開
催
不
可
能
か
と
考
え
て
い
ま

し
た
が
、
卒
業
か
ら
ち
ょ
う
ど
50
周

年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、「
だ
め
、

絶
対
や
れ
よ
！
」
と
い
う
意
見
が
あ

り
、急
遽
４
月
発
行
の
会
報「
鶯
溪
」

の
封
書
に
「
場
所
は
未
定
、
開
催
日

時
５
月
28
日
12
時
、
会
費
予
定
５
千

円
、
参
加
希
望
者
は
メ
ー
ル
か
電
話

で
幹
事
ま
で
連
絡
を
・
・
」
と
い
う

お
知
ら
せ
を
同
封
し
た
と
こ
ろ
、
お

蔭
様
で
30
名
程
の
申
し
込
み
が
あ
り

ま
し
た
。

　
予
定
人
数
に
合
わ
せ
て
、
泥
縄
で

し
た
が
浅
草
橋
近
辺
で
会
場
確
保
を

試
み
た
と
こ
ろ
、
幸
い
に
も
ス
ペ
イ

ン
料
理
の
店
（
ス
ペ
イ
ン
バ
ル　
ラ

バ
リ
ー
カ
）
が
、
本
来
休
業
日
の
日

曜
日
を
貸
切
営
業
す
る
と
の
こ
と
で
、

無
事
開
催
で
き
ま
し
た
。

　
若
干
の
人
数
変
更
は
あ
っ
た
も
の

の
、
当
日
は
真
夏
並
み
の
炎
天
下
で

し
た
が
全
員
が
出
席
し
、
話
題
は
各

自
の
病
気
自
慢
？
か
ら
始
ま
っ
て
、

甘
味
処
「
曙
」
の
綺
麗
な
お
姉
さ
ん

や
、
焼
き
そ
ば
し
か
で
き
な
か
っ
た

老
夫
婦
の
店
、
昼
休
み
に
塀
越
し
に

コ
ー
ラ
を
売
っ
て
も
ら
い
、
飲
み
な

が
ら
し
た
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
、
恩
師
の

話
題
で
は
、
な
ぜ
か
生
活
指
導
の
田

中
則
夫
先
生
と
の
数
々
の
バ
ト
ル
が

懐
か
し
く
語
ら
れ
、
そ
ん
な
他
愛
な

い
昔
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　
卒
業
後
の
進
学
・
就
職
・
結
婚
・

転
職
・
転
勤
・
子
育
て
、
e
t
c
、

そ
れ
こ
そ
半
世
紀
の
間
に
は
、
ど
ん

な
「
曰
く
因
縁
、
故
事
来
歴
」
が
あ

っ
た
と
し
て
も
「
朋
有
り
、
遠
方
よ

り
来
た
る
。
亦
た
楽
し
か
ら
ず
や
。」

と
な
り
、
語
り
き
れ
ず
に
そ
れ
ぞ
れ

二
次
会
へ
と
流
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
準
備
不
足
の
同
期
会
で
し
た
が
、

参
加
で
き
な
い
人
か
ら
の
励
ま
し
メ

ー
ル
、
参
加
者
か
ら
の
謝
辞
等
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
の
古
希
の
祝
い
は
準
備
万
端
…

の
前
に
、
そ
う
、
今
年
の
11
月
の

1
0
0
周
年
記
念
祝
賀
会
で
再
会
い

た
し
ま
し
ょ
う
！
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
来
て
く
だ
さ

い
ね
～
。

　
年
相
応
の
健
康
な
体
と
心
の
ゆ
と

り
を
持
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
楽
し
か

っ
た
高
校
生
活
を
共
有
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

み
そ
じ
会

32
期　

松
島
和
恵

　
風
薫
る
５
月
の
末
、
上
野
の
森
は

ま
さ
に
緑
一
色
に
お
お
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
中
一
年
ぶ
り
に
上
野
精

養
軒
で
、
私
た
ち
の
「
み
そ
じ
会
」

が
も
た
れ
ま
し
た
。
私
は
卒
業
後
二
、

三
回
の
出
席
の
記
憶
が
朧
げ
に
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
以
後
何
十
年
で
し
ょ

う
か
、
今
回
初
め
て
の
よ
う
な
出
席

と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
こ
そ
胸
を
ド

キ
ド
キ
さ
せ
な
が
ら
入
っ
て
行
き
ま

し
た
ら
、
そ
れ
は
す
ぐ
に
忍
の
方
達

だ
と
わ
か
り
、
ご
挨
拶
も
そ
こ
そ
こ

に
、
お
仲
間
の
一
人
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
あ
ん
な
に
怖
々
入
っ
て
行
き

ま
し
た
の
に
、
そ
れ
は
全
く
の
杞
憂

で
し
た
。
そ
の
後
お
二
人
が
加
わ
っ

て
６
人
の
集
ま
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
達
は
、
戦
争
真
只
中
の
学
生
生

活
で
し
た
が
、
そ
の
時
代
の
話
は
今

の
若
い
人
達
と
で
は
全
く
会
話
に
な

り
ま
せ
ん
。
同
じ
時
を
過
ご
し
た
者

同
志
、
お
話
が
続
く
わ
け
で
す
ね
。

時
の
経
つ
の
を
忘
れ
夕
刻
や
っ
と
腰

を
あ
げ
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　
大
分
歳
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、

次
回
も
何
と
か
元
気
で
お
会
い
で
き

る
こ
と
を
念
じ
て
、
手
を
振
り
な
が

ら
の
お
別
れ
と
な
り
ま
し
た
。

57
期
同
期
会57

期　

田
中　

修

　
前
回
の
同
期
会
は
２
０
１
１
年
の

「
還
暦
同
期
会
」
で
あ
っ
た
が
、
今

回
は
全
員
が
「
前
期
高
齢
者
」
で
の

開
催
と
な
っ
た
。

　
開
催
準
備
の
た
め
の
初
会
合
が
２

月
に
行
わ
れ
、
11
月
の
鶯
溪
会
祝
賀

会
に
先
駆
け
９
月
２
日
、
ホ
テ
ル
パ

ー
ク
サ
イ
ド
上
野
で
の
開
催
が
決
ま

っ
た
。
と
は
言
え
残
暑
の
厳
し
さ
が

続
く
な
か
出
席
者
は
70
人
く
ら
い
と

い
う
想
定
で
あ
っ
た
が　
蓋
を
開
け

れ
ば
１
０
０
人
と
い
う
大
盛
況
で
あ

っ
た
。

　
ま
た
欠
席
者
か
ら
は
「
介
護
の
た

め
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
数
多
く

寄
せ
ら
れ　
感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ

た
。

今
回
好
評
だ
っ
た
の
は
「
卒
業
時
の

顔
写
真
入
り
の
名
札
」
で
あ
っ
た
。

お
互
い
に
50
年
前
の
顔
写
真
を
見
て

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
わ
け
で
あ
る

が
、
同
期
生
と
話
す
時
は
い
つ
で
も

「
あ
の
頃
」
に
戻
れ
る
の
が
嬉
し
か

っ
た
。

　
ま
た
、
50
円
玉
で
作
っ
た
ペ
ン
ダ
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鶯溪会も 
文化祭に参加

� 平成29年９月９日㈯
　恒例となりつつある、文化祭参加、「“忍”の
100年を見に行こう!!」がテーマだ。
　鶯溪会の年表や100周年記念誌のほんの一部を
展示し、創立100周年記念を強調した展示とした。
　希望者に“校内ツアー”を実施し、先輩達は、
４階にあるプールに驚き感心することしきりだっ
た。

ン
ト
を
首
に
掛
け
、
２
人
１
組
で
ジ

ャ
ン
ケ
ン
を
し
て
勝
者
が
敗
者
の
ペ

ン
ダ
ン
ト
を
も
ら
っ
て
首
に
か
け
る

「
勝
ち
抜
き
戦
」
を
全
員
参
加
で
行

っ
た
。
ヤ
ラ
セ
な
し
の
ガ
チ
ン
コ
勝

負
で
あ
っ
た
が
、
浜
名
先
生
が
最
後

の
決
勝
ま
で
勝
ち
進
ん
だ
の
に
は
驚

か
さ
れ
た
。
優
勝
は
（
旧
姓
）
松
本

さ
ん
で
全
員
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
総
取

り
し
た
瞬
間
は
最
高
に
盛
り
上
が
っ

た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
時
が
過
ぎ
、
次
の

開
催
に
つ
い
て
は
特
に
触
れ
な
い
ま

ま
「
お
開
き
」
に
な
っ
た
が
、「
今

度
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
、
古

希
の
年
に
！
」
が
暗
黙
の
了
解
事
項

に
な
っ
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
「
浜
名

先
生　
必
ず
ま
た
元
気
に
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
」
と
約
束
し
て
解
散
し
た
。

　

千
鶯
会
だ
よ
り

�

32
期　
吉
岡
真
玉

　
今
年
の
台
東
区
合
唱
祭
は
例
年
通

り
、
上
野
の
芸
大
内
の
奏
楽
堂
で
10

月
15
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
千
鶯
会
は
、
鶯
溪
会
が
百
周
年
を

迎
え
る
記
念
の
年
に
ち
な
み
、
旧
校

歌
、
新
校
歌
（
現
在
歌
わ
れ
て
い
る

校
歌
）
そ
し
て
第
二
校
歌
と
も
言
わ

れ
歌
わ
れ
て
い
る
「
花
」（
滝
廉
太

郎
作
曲
）
の
三
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

　
「
文
を
好
む
と
名
に
お
ひ
て
」
で

始
ま
る
旧
校
歌
は
、
佐
佐
木
信
綱
作

詞
、
信
時
潔
作
曲
で
昭
和
三
年
に
制

定
さ
れ
ま
し
た
。「
櫻
咲
く
春
は
上

野
の
山
風
か
す
み
」
で
始
ま
る
新
校

歌
は
、
土
岐
善
麿
作
詞
、
石
桁
真
礼

生
作
曲
で
昭
和
二
十
八
年
に
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
素
晴
し
い
先

生
の
作
詞
作
曲
で
誇
ら
し
い
校
歌
で

す
。

　
千
鶯
会
の
出
演
時
間
は
11
時
50
分

か
ら
10
分
間
で
す
。
ど
う
ぞ
会
員
の

皆
様
、
な
つ
か
し
い
校
歌
を
聞
き
に

大
勢
ご
来
場
下
さ
い
。

　
尚
校
歌
は
、
鶯
溪
会
百
周
年
記
念

祝
賀
会
で
も
歌
い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は

�

〇
四
七
―
三
三
九
―
一
五
三
四

�

米
内
ま
で

旧
職
員　
中
園　

靖
雄

　
1
0
0
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
残
念
な
が
ら
昨
年
来
ヒ
ザ
の

関
節
炎
に
な
や
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
盛
会
を
祈
り
ま
す
。

第
42
期　
加
藤　

威
郎

　
百
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
、
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
子
供
の
頃
、
国
際

劇
場
で
漫
画
映
画
を
見
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。

第
42
期　
堀
部　

孝
子
（
石
黒
）

　
Ｇ
．
Ｗ
真
最
中
、
や
っ
と
桜
が
満

開
に
な
り
ま
し
た
。
唐
松
も
黄
緑
色

の
可
愛
い
い
芽
を
出
し
ま
し
た
。
今
、

ほ
と
と
ぎ
す
の
声
が
き
こ
え
て
き
ま

し
た
。（
北
軽
井
沢
在
住
）

第
48
期　
大
久
保　

信
隆

　
先
輩
加
藤
さ
ん
元
気
で
ご
活
躍
を

拝
見
感
激
で
す
。

第
49
期　
松
本　

久
美
子
（
重
高
）

　
1
0
0
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
演
劇
部
で
過
ご
し
た
青
春
で

し
た
。
榊
原
政
常
先
生
は
じ
め
皆
様

の
お
顔
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

第
52
期　
大
門　

幸
子
（
村
山
）

　
忍
の
演
劇
部
の
先
輩
方
に
お
会
い

し
て
お
榊
の
話
を
伺
い
た
い
で
す
。

祝
賀
会
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

第
53
期　
中
澤　

建
樹

　
鶯
溪
会
1
0
0
周
年
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
福
祉
の
経
験
を
生
か

し
成
年
後
見
人
を
し
て
い
ま
す
。

第
55
期　
山
縣　

正

　
７
月
30
日
（
日
）
忍
岡
に
て
軟
式

庭
球
部
大
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
を
行
い
ま
す
。

楽
し
み
で
す
。第

58
期　
永
島　

誠
豊

　
皆
さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
!!　
私

は
１
年
～
岡
村
先
生
、
２
年
～
近
藤

先
生
、
３
年
～
中
園
先
生
が
担
任
で

し
た
。
目
立
た
な
い
、
無
口
で
も
あ

り
ま
し
た
の
で
、
ク
ラ
ス
で
の
存
在

感
が
無
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
大
学

卒
業
後
、
横
浜
市
福
祉
職
（
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
）
35
年
、
現
在
は
鍼
灸
師
、

あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
指
圧
師
で
す
。

名
を
誠
豊
に
変
更
し
ま
し
た
。

第
61
期　
坂
本　

良
一

　
忍
岡
の
私
の
恩
師
（
担
任
）
は
お

元
気
で
し
ょ
う
か
。
先
日
、
竹
早
高

校
の
ク
ラ
ス
会
で
は
恩
師
と
呼
ば
れ
、

楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。
若
者
は
良

い
。

第
64
期　
林　

由
紀
子

　
同
期
の
友
人
、
女
子
バ
レ
ー
部
の

Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
お
会
い
で
き
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
サ
ン
ボ

４階プール

展示室前

展
示
室
内
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（敬称略）終身会費納入者一覧（平成29年３月11日～８月20日）

＊払込取扱票の「送金
内訳」欄は必ずご記
入ください

39期 竹内登美子
41期 藤澤　美枝
42期 山田　康子
48期 片岡　恵子

48期 西山由美子
49期 野口　宏子
53期 三田　悦子
56期 入江　邦雄

58期 安倍　勇
58期 田中須美子
59期 西本美弥子
64期 新井由美子

65期 登玉　郷子
66期 志水　光江
67期 横山　理恵
70期 田中　元子

73期 中矢　麗子
81期 八代　陽子

単位：千円（敬称略）鶯溪会協力金納入者一覧（同上）

25期 春田　政江 ４
30期 工藤ふ志子 ２
31期 山崎　敏子 ２
32期 松島　和恵 ２
35期 平田　キヨ ３
36期 山崎喜代子 ２
38期 岩丸　　栄 ４
39期 石川　秀子 １

39期 関田　美恵 30
41期 井村　洋子 30
〃 松丸　富江 １
〃 大庭　豊子 ２

43期 尾竹　福也 ５
46期 安斎　佳子 31
〃 古川　光子 ５

47期 間篠　秀行 ２

48期 赤尾　道彦 ２
〃 倉持　武宏 １
〃 大久保信隆 10
〃 水野　正行 ５

50期 大富佐智子 ２
52期 大門　幸子 ２
54期 谷内　　修 ２
55期 田代　周司 １

55期 蓮見　司朗 １
56期 石川　千恵 １
〃 仲村　洋子 ４

57期 鈴木　雅博 ２
〃 松本眞理子 ３

58期 佐藤　康雄 ５
〃 宮本　弘明 １
〃 日下部京子 １

61期 坂本　良一 ２
64期 新井由美子 ２
65期 登玉　郷子 １
66期 志水　光江 ２
70期 浦野　由美 ２
71期 石井　寿江 ２

26期 故　村井　政子 10
30期 平 野 喜 代 子 1
31期 山 﨑 　 敏 子 1
〃 清 野 　 君 代 2
〃 中 田 　 豊 子 1

32期 柳 下 　 光 子 1
33期 鎌 田 ヒ ロ 子 1
36期 安 達 　 鈴 子 1
〃 金 坂 千 代 子 1
〃 島 崎 富 久 子 1
〃 岩 上 な つ 子 1

38期 飯 島 　 ト ヨ 1
〃 豊 田 　 靜 枝 1
〃 岩 丸 　 栄 2

39期 竹 内 登 美 子 1
〃 渡 邊 　 和 子 10
〃 石 川 　 秀 子 1
〃 関 田 　 美 恵 5
〃 山 口 　 道 子 10
〃 武 居 　 寿 1

40期 山 田 　 玲 子 1
41期 松 丸 　 富 江 1
〃 木 村 　 悳 子 3
〃 藤 田 　 房 子 1

42期 川 口 　 節 子 1
〃 宮 尾 美 代 子 1
〃 加 藤 　 威 郎 1
〃 山 田 　 康 子 1

43期 田 辺 　 悦 子 1
〃 尾 竹 　 福 也 15
〃 本 田 　 裕 子 1

44期 榎 本 　 晃 子 1

44期 柏 木 　 勝 子 2
45期 米 内 　 み さ 5
〃 米 山 八 千 代 1
〃 一 宮 　 園 子 1
〃 楠 本 　 鎭 夫 1
〃 前 野 　 孝 子 3

46期 安 斎 　 佳 子 3
47期 田 口 　 彰 男 3
〃 間 篠 　 秀 行 1
〃 服 部 　 昌 子 1
〃 木 村 　 禮 子 5

48期 赤 尾 　 道 彦 1
〃 大 久 保 信 隆 10
〃 水 野 　 正 行 5
〃 西 山 由 美 子 1
〃 梶 野 美 佐 子 10
〃 片 岡 　 恵 子 3
〃 石 渡 　 司 郎 3

49期 大 貫 　 洋 子 1
〃 長 井 　 秀 子 1
〃 野 口 　 宏 子 1
〃 松 本 久 美 子 1

50期 深 沢 　 利 子 1
〃 大 富 　 佐 智 子 2
〃 野 田 　 英 夫 3

51期 吉 川 　 逵 子 2
52期 吉 添 　 四 郎 1
〃 大 門 　 幸 子 1
〃 高 橋 　 泉 1
〃 指 田 　 孝 子 1

53期 小 俣 　 文 宣 5
〃 鈴 木 賢 太 郎 10

53期 大 川 　 彰 子 1
〃 三 田 　 悦 子 1

54期 森 　 清 美 1
〃 中 村 　 幸 江 10
〃 谷 内 　 修 1
〃 碓 井 　 孝 子 3

55期 要 　 幸 男 3
〃 田 代 　 周 司 3
〃 井 上 　 延 子 5
〃 蓮 見 　 司 朗 3
〃 辰 馬 　 信 男 3

56期 藤 井 　 高 志 1
〃 仲 村 　 洋 子 2
〃 細 谷 た き 子 1

57期 鈴 木 　 雅 博 2
〃 吉 澤 　 文 代 1
〃 荻 原 　 由 人 1
〃 原 田 　 記 文 1

58期 安 倍 　 勇 1
〃 中 奥 　 裕 子 3
〃 水 野 　 智 之 1
〃 永 島 　 誠 豊 1
〃 日 下 部 京 子 3

59期 酒 井 　 郁 子 1
〃 村 越 　 和 弘 2
〃 吉 田 　 一 正 1
〃 匿 名 1

60期 荒 井 　 幸 子 1
61期 六 本 木 　 建 1
〃 押 尾 　 俊 司 1
〃 鈴 木 　 勝 也 2
〃 水 島 　 秀 勝 10

63期 太 田 　 則 子 1
〃 横 山 　 友 紀 1
〃 大 塚 　 泰 江 1
〃 六 角 美 智 子 1
〃 山 上 　 啓 子 1
〃 佐 々 木 　 弘 1
〃 中 原 三 佐 代 1
〃 阿 曽 　 保 子 1

64期 近 藤 　 孝 1
〃 林 　 由 紀 子 10
〃 五 十 畑 雅 司 1
〃 新 井 由 美 子 1

65期 登 玉 　 郷 子 1
〃 村 越 　 俊 文 1

66期 志 水 　 光 江 1
〃 山 内 　 通 1

70期 山 本 　 秀 雄 1
〃 田 中 　 元 子 1
〃 村 山 　 茂 則 1

71期 石 井 　 寿 江 1
〃 三 本 菅 　 豊 1

72期 正 木 富 志 子 2
73期 会 田 　 和 広 1
〃 内 田 　 元 寿 2

81期 八 代 　 陽 子 1
89期 江 崎 晋 一 郎 1
104期 中 嶋 　 萌 花 1

281口　843,000円
（平成29年４月１日
� ～平成29年８月30日現在）
同封の振替用紙にて受け付けています

100周年記念事業寄付金一覧
単位：１口３千円（敬称略）
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訃　報
期　別 氏　名 旧　姓 ご逝去年月日

旧職員 矢 吹 英 子 平成29年２月

26・２ 松崎登美子 松 田 平成28年９月12日

26・３ 村 井 政 子 高 橋 平成28年６月24日

27・１ 大 崎 恵 子 川 上 平成29年４月１日

27・１ 秋田千鶴子 高 木 平成28年７月22日

28・１ 梅 沢 芳 子 福 室 平成28年11月28日

30・４ 日 置 さ く 石 村 平成29年８月５日

30・３ 菊地左余子 河 野 平成28年８月

30・４ 石井二三子 結 束 平成28年９月20日

30・４ 中 井 愛 子 林 平成28年11月３日

31・３ 小 野 初 枝 桃 沢 平成27年11月19日

32・－ 伊 藤 節 子 倉 持 平成29年５月６日

期　別 氏　名 旧　姓 ご逝去年月日

33・－ 小 倉 節 子 永 島 平成28年６月17日

34・－ 須藤喜代子 沼 尻 平成29年１月27日

40・Ｄ 大 島 知 子 市 川 平成29年３月19日

44・Ｅ 森口千恵子 太 田 平成29年２月９日

46・Ｆ 加 藤 衣 恵 吉 村 平成28年10月

52・Ａ 高 田 勝 男 平成29年４月

52・Ｄ 菊地日出雄 平成29年５月

54・Ｃ 木 藤 栄 二 平成29年８月７日

57・Ｃ 和 泉 光 明 高 石 平成26年10月28日

58・Ｄ 杉 廣 三 郎 平成29年６月23日

59・Ｄ 野 原 庸 市 平成28年12月26日

73・Ｄ 福 本 　 進 平成28年10月

� 皆様のご冥福をお祈りします。　合掌。

（敬称略）

会長　鈴木賢太郎（53期）
100周年記念事業実行ま
であとひと踏ん張り

副会長　木村禮子（47期）
会計担当、法人鶯溪会の
会計も

副会長　上原稲子（54期）
鶯溪会のことなら何でも
聞いてください

副会長　佐々木弘（63期）
つい最近副会長に就任し
ました

本田裕子（43期）
会費、協力金・寄付金の
入金記帳担当

早川和子（47期）
本田さんと同じく会費、
協力金等の入金記帳担当

中西弓子（53期）
名簿データ入力担当、そ
して今は記念誌完成に向
けて汗をかいている

藤井悦子（55期）
終身会費のまとめと、会
計新システム導入に取り
組んでいる

西澤俊子（55期）
会報の編集担当、締切と
会室の整理整頓に厳しい

要　幸男（55期）
記念誌編集作業を中心に
活動中、先輩・後輩に精
力的にインタビュー

松本眞理子（57期）
会計担当、決算のときは、
特に緊張！

田中　修（57期）
名簿データ化担当、目下、
祝賀会の参加者数を増や
すことに頭を悩ましてい
る

須賀和男（62期）
鶯溪会ホームページ担当、
なかなか理事会に出られ
ないが、やるときはやる
のだ

林　由紀子（64期）
なんてったって、一番若
い！？ので、よく働きま
す

私たちが担当理事です
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鶯
溪
会
1
0
0
周
年
記
念
祝
賀

会
の
参
加
申
し
込
み
が
始
ま
り
、

ど
の
位
参
加
し
て
く
れ
る
の
だ
ろ

う
か
、
固
唾
を
呑
ん
で
注
目
し
て

い
る
。
例
年
10
月
発
行
の
秋
の
会

報
を
今
年
だ
け
は
９
月
に
早
め
、

祝
賀
会
へ
の
参
加
申
込
み
が
増
え

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
▽
記
念

誌
は
、
よ
う
や
く
取
材
を
終
え
、

校
正
の
段
階
に
入
っ
た
。
表
紙
の

タ
イ
ト
ル
が
「
鶯
溪
会
の
百
年
」

に
決
ま
り
、
47
期
の
書
家
鬼
頭
墨

峻
さ
ん
に
揮
毫
い
た
だ
い
た
。
装

丁
、
目
次
等
が
具
体
化
し
て
い
く

と
記
念
誌
実
行
委
員
の
面
々
も
よ

り
意
気
込
み
が
増
し
て
い
く
の
が

わ
か
る
▽
９
月
の
会
報
発
行
の
た

め
残
暑
厳
し
い
８
月
末
が
原
稿
ま

と
め
の
日
々
と
な
っ
た
。
▽
今
回

の
題
字
は
64
期
高
島
（
宇
留
野
）

み
ど
り
さ
ん
に
揮
毫
い
た
だ
い
た
。

�

広
報
部

「
鶯
溪
会
の
百
年
」

�

記
念
誌
完
成
間
近

　
１
０
０
周
年
記
念
誌
の
表
紙
が
決

ま
り
、
完
成
が
近
づ
い
て
い
る
。
表

紙
の
題
字
は
、47
期
の
鬼
頭
墨
峻（
泰

夫
）
氏
に
書
い
て
い
た
だ
い
た
。

　
総
ペ
ー
ジ
数
は
１
５
０
ペ
ー
ジ
を

超
え
そ
う
だ
。

　
記
念
誌
の
編
集
を
手
掛
け
て
足
か

け
２
年
近
く
、
実
行
委
員
一
人
一
人

が
取
材
に
走
り
、
努
力
し
た
結
果
を

会
員
の
皆
様
に
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
て
い
た
だ
け
る
か
、
楽
し
み
で
も

あ
り
不
安
で
も
あ
る
。

　
取
材
に
関
し
て
は
、
依
頼
し
た
ど

の
方
も
快
く
受
け
て
い
た
だ
き
本
当

に
感
謝
し
て
い
る
。

　
と
は
い
え
、
す
べ
て
の
方
に
話
を

伺
え
た
わ
け
で
な
く
、
聞
き
漏
れ
た

こ
と
や
記
憶
違
い
の
部
分
も
あ
る
こ

と
は
、
ど
う
か
ご
容
赦
い
た
だ
き
た

い
。

　
忍
岡
と
い
う
学
校
の
長
い
歴
史
を

感
じ
て
い
た
だ
き
、
ご
自
分
た
ち
の

学
生
時
代
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
実
行
委
員
一
同
願
っ
て
い
る
。

理
事
活
動
記
録

４
月
15
日　
宛
名
ラ
ベ
ル
作
成

４
月
18
日　
会
報
91
号
発
送
準
備

４
月
22
日　
１
０
０
周
年
記
念
誌
編

集
会
議

４
月
23
日　
91
号
会
報
発
送
作
業
実
行

４
月
24
日　
在
校
生
91
号
会
報
配
布

４
月
30
日　
名
簿
デ
ー
タ
整
理

５
月
13
日　
平
成
28
年
度
決
算
処
理

会
計
監
査

５
月
13
日　
理
事
会
開
催

５
月
20
日　
１
０
０
周
年
記
念
誌
編

集
会
議

５
月
26
日　
定
期
総
会
・
通
常
総
会

の
準
備

５
月
27
日　
第
99
回
定
期
総
会
・
法

人
鶯
溪
会
第
13
回
通
常

総
会
開
催

６
月
３
日　
１
０
０
周
年
記
念
誌
編

集
会
議

６
月
10
日　
理
事
会
開
催　
佐
々
木

理
事
副
会
長
就
任

６
月
14
日　
学
校
運
営
協
議
会
（
鈴

木
会
長
）

６
月
15
日　
１
０
０
周
年
祝
賀
会
打

合
せ

６
月
21
日　
名
簿
デ
ー
タ
整
理

６
月
24
日　
１
０
０
周
年
記
念
誌
編

集
会
議

６
月
24
日　
「
同
窓
の
人
々
」
取
材

７
月
８
日　
会
報
92
号
編
集
会
議
・

理
事
会
開
催

７
月
９
日　
１
０
０
周
年
祝
賀
会
打

合
せ

７
月
22
日　
１
０
０
周
年
記
念
誌
編

集
会
議

文
化
祭
打
合
せ

８
月
７
日　
「
部
活
訪
問
」
取
材

８
月
11
日　
文
化
祭
招
待
状
発
送

８
月
12
日　
理
事
会
開
催

８
月
22
日　
祝
賀
会
参
加
者
名
簿
入
力

８
月
27
日　
１
０
０
周
年
記
念
祝
賀

会
打
合
せ

８
月
30
日　
会
報
92
号
発
送
日

案
内
通
知
発
送

８
月
31
日　
会
報
92
号
入
稿

９
月
２
日　
１
０
０
周
年
記
念
誌
編

集
会
議

９
月
７
日　
文
化
祭
展
示
準
備

９
月
９
日　
文
化
祭
参
加
・
会
報
92

号
第
１
回
校
正

９
月
16
日　
理
事
会
開
催

９
月
19
日　
会
報
発
送
用
品
在
庫
確
認

９
月
21
日　
会
報
92
号
校
了
予
定

91
号
訂
正

＊
９
ペ
ー
ジ　
訃
報

正
：
大
澤
加
寿
江

8

8

誤
：
大
澤
加
壽3

恵3

＊
10
ペ
ー
ジ　
寄
付
金
一
覧

正
：
草
間
真8

理
子

誤
：
草
間
英3

理
子

　
改
め
て
１
０
０
年
の
歴
史
を
振
り

か
え
り
、
こ
の
記
念
誌
の
編
集
作
業

に
、
自
分
の
忍
岡
へ
の
郷
愁
と
こ
れ

か
ら
の
忍
岡
を
担
っ
て
い
く
後
輩
へ

の
思
い
と
が
重
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
記
念
誌
は
祝
賀
会
参
加
者
に
祝
賀

会
の
模
様
を
織
り
込
み
完
成
さ
せ
、

12
月
初
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
祝
賀
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
、
ご
希
望
者
に
郵
送
す
る
の
で

申
し
出
て
い
た
だ
き
た
い
（
申
し
込

み
方
法
、
価
格
等
は
、
次
号
会
報
に

て
ご
案
内
予
定
）。

�

53
期　

中
西
弓
子

ア
ル
バ
ム
寄
贈

　
1
0
0
周
年
を
前
に
大
先
輩
か
ら

卒
業
ア
ル
バ
ム
が
寄
贈
さ
れ
た
。
昭

和
５
年
（
鈴
木
正
さ
ん
）、
昭
和
15

年
（
市
川
や
ゑ
子
さ
ん
）、
昭
和
17

年
（
中
山
優
子
さ
ん
）
の
卒
業
生
の

も
の
で
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ご

遺
族
か
ら
届
い
た
。
卒
業
ア
ル
バ
ム

を
手
に
す
る
と
、
傷
み
が
ひ
ど
い
の

だ
が
、
長
い
年
月
、
先
輩
が
女
学
生

時
代
の
友
の
姿
に
励
ま
さ
れ
、
勇
気

を
得
て
生
き
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

戦
火
を
く
ぐ
り
抜
け
、
そ
の
存
在
す

ら
も
輝
か
し
く
感
じ
る
。

　
貴
重
な
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
卒
業

ア
ル
バ
ム
を
ご
寄
贈
く
だ
さ
っ
た
ご

遺
族
の
お
心
に
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

54
期　

上
原
稲
子

100周年記念誌表紙


